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当社中国連結子会社である北京誠信能環科技有限公司の現状に関するお知らせ 

 

当社は、平成 21年 12月に中国の北京誠信能環科技有限公司（本社：中国北京朝陽区。以下“北京誠信”）

を 100％連結子会社化いたしました（昨年 12月 21日付の適時開示「北京誠信能環科技有限公司の子会社化

完了ならびに負ののれん発生に関するお知らせ」をご参照下さい）。その後の経営統合も順調に進み、既存の

北米子会社の好業績もあいまって、当社の業績は改善傾向にあります。この度は、この北京誠信の状況を報

告させていただきます。 

北京誠信は、2004年 12月に創業し、中国国内において ITソフトウェア技術を駆使した省エネコンサルテ

ィングサービスの提供を多数の官公庁機関に提供しております。中国の従業員は平成22年６月30日現在470

名であり、今日においては、先進的な IT省エネ技術の研究開発を行うため、主に大学院卒以上の優秀な人材

を採用しております。 
 

＜2009年 北京誠信 拓展訓練（職場のチームワークトレーニング）の一幕＞ 

 

＜2010年 北京誠信 新春年会（旧正月忘年会）の模様＞ 
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ユ ウエンゲ（于文革）北京誠信取締役董事長(当社取締役会長を兼任）は次のように述べています。「私

たちは早い段階から、政府施設、商業施設や学校、大使館などを対象に、エネルギー消費に関し、ムダをつ

くる要因、ハードウェアの問題点などを ITシステムの活用により診断しています。さらに改善提案、改善に

必要なハード、ソフトの導入支援からアフターサービスまで、総合的なコンサルティングサービスを展開、

これらをビジネスモデル化し、事業として収益を上げています。中国にはシステムエンジニア、販売員、ア

フターサービス要員まで人材が揃い、現在は北京を中心に活動しながら、同国の他地域への拡大を目指して

います。中国にはこうした総合的なサービスを提供できる類似企業が極めて少ないうえにマーケットが巨大

なので、大変有望な市場です。また、ビジネスの IT化自体がこれからの課題というお客様も多く、改善幅・

改善効果が非常に高いのも特徴です。私たちが持つ最先端の技術や当社グローバルネットワークを基礎とし

た情報、ノウハウ、サービスを活かす余地、伸びしろは十二分にあるといえます。」 

 

＜2008年北京オリンピック会場の電気正常運転確保の仕事を担当した北京誠信のメンバー＞ 

 
 

＜2008年北京国際省エネ展覧会に李克強中国副首相が北京誠信のブースを視察＞ 
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最近では、北京誠信のノウハウ、ブランド力および技術力が認められ「次世代送電網システム」の受注を

獲得したこと（本年 7月 30日付の適時開示「連結子会社の次世代送電網システム受注に関するお知らせ」を

ご参照下さい）や、「電気自動車の充電ステーション事業」（本年 8月 6日付の適時開示「連結子会社の新規

事業の開始に関するお知らせ」をご参照下さい）など、省エネルギーの新たな分野に参入を行いました。今

後、北京誠信は、これら新事業を発展させ、中国の省エネマーケットにおけるトータルソリューション企業

として、長期的な成長を目指します。 
 

＜電気自動車の充電ステーションの完成イメージ図＞ 

 
 
また、今年 6 月には、中国上海国際芸術祭 2010 年「万博祝賀中日演劇名優公演」協賛いたしました（本

年 6月 14日付「中国上海国際芸術祭 2010年「万博祝賀中日演劇名優公演」協賛に関するお知らせ」をご参

照下さい。写真は、レセプションにて挨拶を行うユ ウエンゲ（于文革）北京誠信取締役董事長(当社取締役

会長)）。このように北京誠信はセラーテムグループの一員として、日中の文化交流に貢献できる企業を目指

しております。 
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北京誠信のホームページは、以下となっております（中国語、英語）。 

http://www.c-ee.cn/ 

 

以上 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

  株式会社セラーテムテクノロジー IR担当 

  TEL:03-6820-0740   


